
令和 8 年度 通信教育実施計画

指

導

目

標

✔ ☐

回 提出期限

1
佐・月10/21

唐  　 10/28

2
佐・月11/25

唐  　　12/2

3
佐・月11/25

唐  　　12/2

4
佐・月12/16

唐  　12/23

5
佐・月12/16

唐  　12/23

6
佐・月　1/6

唐  　　1/27

月 実施日

10

佐賀 10/4

唐津10/11

月曜10/5

・be動詞と一般動詞の現在形と過去形に慣れる。

・現在進行形と過去進行形に慣れる。

　Lesson 12 世界遺産を紹介するホームページを作ろう　不定詞

　Lesson 13 人々がしている様子を描写してみよう　分詞

　Lesson 14 日本文化を海外へ発信しよう　関係代名詞

　Lesson 15 国際協力についての意見・感想　仮定法

スクーリング（面接指導）

学習内容

　Lesson 10 さまざまな芸術作品について　受動態

　Lesson 11 自分がなりたい職業について　不定詞

メディア視聴減免実施の有無 実施している 実施していない

メディア減免 視聴メディア及び視聴日程 メディア減免報告課題提出締切

NHK高校講座　論理・表現Ⅰ 第４回 10/30 第５回 11/30 第６回 12/23

リポート（学習報告書）

学習内容

　Lesson 1 自分のことを紹介しよう　現在形

　Lesson 2 興味のある歴史上の人物について　過去形

　Lesson 3 今していることを、SNSで送ろう　進行形

　Lesson 4 夏休みの予定を話してみよう　未来表現

　Lesson 5 自分の経験したことを紹介しよう　現在完了形

　Lesson 6 ホストアファミリーへ、メールを書いてみよう　現在完了形

　Lesson 7 比較クイズをやてみよう　比較

　Lesson 8 すぐれた発明品について　助動詞

　Lesson 9 環境問題について　助動詞

教科書 副教材等 添削指導 面接指導

論理・表現Ⅰ（三省堂） ６　回 最低８時間

・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどを理解し、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことにおい

て、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるつけるようにする。

・目的や場面、状況に応じて、日常的・社会的な話題について、外国語で概念や要点を理解するとともに、話し手や

書き手の意図を理解し、適切に表現できる力を養う。

・文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニ

ケーションを図ろうとする態度を養う。

教科 科目 単位数

外国語 論理・表現Ⅰ（後） 2

履修上の留意点

選択科目



11

佐賀 11/8

唐津11/15

月曜11/9

12

佐賀 11/29

唐津12/6

月曜11/30

1

佐賀 12/20

唐津1/10

月曜12/21

勉強会
全課程

1/20,21

前・後期 実施日

後期

佐賀 1/24

唐津1/31

月曜1/25

回 提出期限

1
全課程

10/30

2
全課程

11/30

3
全課程

12/23

Unit 1 Lesson 8 相談する場面で必要なやり取りの言葉に慣れる。

Unit 1 Lesson 9 映画はアニメを分かりやすく紹介することに慣れる。

Unit 1 Lesson 10 相手に配慮したやり取りの言葉に慣れる。

Unit 1 Lesson 11 身近な社会問題についてのやり取りの言葉に慣れる。

※オプション

Unit 1 Lesson 5 買い物の場面でのやり取りに慣れる。

Unit 1 Lesson 6-1 行きたい場所やその理由をわかり伝えることに慣れる。

Unit 1 Lesson 6-2 読み手を意識して英文を改善することに慣れる。

Unit 1 Lesson 7 イベントに誘う場面でやり取りを続けることに慣れる。

その他

放送視聴

学習内容

Unit 1 Lesson 1 食事の場面でやり取りの言葉に慣れる。

Unit 1 Lesson 2 わかりやすく道順を説明することに慣れる。

Unit 1 Lesson 3 身近な人を紹介することに慣れる。

Unit 1 Lesson 4 体調を尋ねたりアドバイスしたりすることに慣れる。

・スクーリング（面接指導）時数は８時間以上

・テストとレポート、授業態度等で総合的に評価

・未来表現の基本的な用法に慣れる。

・現在完了形の3つの用法と現在完了進行形を学習する。

・今までに見たり聞いたりした忘れられない経験について、書いて暗唱する。

・比較級と最上級を用いた文に慣れる。

・比較の表現を使い、相手に自分の伝えたいことを表現する。

・助動詞can,mayの用法を学ぶ。

・受動態の用法に慣れる。

・動名詞や不定詞の用法に慣れる。

・世界遺産を紹介するホームページを作成する。

・分詞の用法に慣れる。

・関係代名詞の基本的な用法に慣れる。

・仮定法過去と仮定法の願望表現に慣れる。

・SDGsについて理解し、自分の意見・感想を書く。

試験

試験範囲

・レポートと教科書　Lesson 1～Lesson 15

学習の成果に係る評価及び単位の修得の認定に当たっての基準

　第１回～第６回までのレポートの復習


